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カイコの一生 
いっしょう

　じょうずにカイコをかうと ふ化してからク
か

ワを食べつづけて 右の図のようにカイコは
育ち、26日くらいでマユを作ります。頭にく
そだ

らべて体がとても大きくなると「脱皮」して
だっぴ

頭が大きくなります。カイコは4回「脱皮」
だっぴ

します。「脱皮」の前には 1日くらいクワを
だっぴ

食べず歩かなくなって じゅんびをします。
「眠」とよびます。 
みん

用意するもの 
よ う い

・飼育容器：とうめいなプラスチックの飼育ケースだと カイコを観察しやすい。 
し い く よ う き し い く かんさつ

・クッキングシート：てきとうな大きさにきって飼育ケースの底にしく。 
し い く そこ

・クワの葉：カイコのえさ。校庭や大田川遊歩道などのクワの木からあつめる。 
は こうてい ゆ う ほどう

・ビニール袋：クワの葉をいれて冷蔵庫の野菜室に保管する。 
ぶくろ は れいぞう こ や さ いしつ ほ か ん

カイコには　新鮮なクワの葉をたやさない 
しんせん は

　カイコは食べのこしのクワを食べません。新鮮なクワがいつでもカイコの近くにあるように
しんせん

してください。新しいクワをカイコの上にのせると、カイコはそれまで食べていたクワを はな
れて、新しいクワの上にのぼります。一日２回以上クワを足し入れます。5令になってたくさん

いじょう た れい

食べる時は、クワがなくならないよう入れてください。 

病気のもとになるカビなどをふせぐため　そうじをする 
びょうき

　飼育ケースの中にカビた葉がのこっていると、カイコは病気になります。新しいクワを入れ
しいく は びょうき

てカイコが乗りうつったら、その葉ごとケースの外に移動させ、古い葉やフンをそうじをして
の は い ど う は

から カイコをもどします。カイコの数を数えて確認します。カイコが大きくなったら、ゆびで
かぞ かくにん

そっとつまんで移動させます。古い葉はしばらくわきにおいて 上にのぼってくるカイコがいな
いどう は

いか確かめてから すてます。 
たし

熟蚕をマブシにうつす 
じゅくさん

　マユを作りはじめる時は、新しいクワを入れても食べなくなり　体がすこし黃色っぽくなり
ます。このカイコを「熟蚕」とよびます。「熟蚕」は マユをつくるための足場になる角や囲い

じゅくさん じゅくさん かこ

の場所をさがしてかべをのぼります。厚手の紙をマユの大きさにジグザグに折ってマユ作りの
あつ で

足場になるようにします。「マブシ」といいます。トイレットペーパーの芯も「マブシ」にな
しん

ります。 
　たくさんのフンと尿をするので、ケースがびしょびしょにならないようキッチンペーパーを

にょう

おりたたんで厚めにしくか ふき取るかします。 
あつ と

マユを収穫する 
しゅうかく

　マユができあがるまで３日かかります。それから３~４日たつとマユの中で脱皮してサナギに
だっぴ

なります。その12日後くらいで羽化して蛾になってマユから出てきます。マユにあなをあけて 
う か が

サナギをきずつけないよう出しておいても 蛾になります。
が
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より


